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１．はじめに 

 我々のグループでは，船の位置をキネマティック GPS 測位で決定し，船（船上局）－海底局間の距離を超音

波測距で測定して海底局位置を決定する海底地殻変動観測システムを開発し，実海域にて長期くり返し観測を実施

している．本講演では，熊野海盆における３回のくり返し観測の結果を報告する． 

 

２．くり返し観測の実施 

 熊野海盆では現在のところ３ヵ所への海底局設置が完了している．そのうちの１カ所で，2004 年 7 月 12-16

日＋21-22 日【期間１】，2004 年 11 月 9-10 日【期間２】，2005 年 1 月 19 日【期間３】の合計３回の観測を行なっ

た． 

 期間１では，短期のくり返し測定精度を確認するために，中４日挟んで２回の観測を行なった．期間１と２

の間では，9月 5 日に紀伊半島南東沖地震が発生した．そのため，我々の観測システム／観測・解析方法が地震時

の地殻変動検出に有効であるかの確認が可能である． 

 キネマティック GPS 測位のための基準局は，浜島，尾鷲，那智勝浦の３カ所に設置した．解析にはキネマティッ

ク専用のソフトウエアである GrafNav を使用した．その有効性は，田所ほか［2004；地震学会秋季大会］で報告し

たとおりである．音響測距は，船を 2～3 ノットで航走させながら海底局を偏りなく囲むような測線を設定して実

施した．航走しながらでも S/N 比は充分に高く，音響測距測距への悪影響はなかった．各観測期間中に１～３回の

CTD 測定を行い，音速構造を得た．海底局位置決定時には，この音速構造に与える補正値（各層での音速値×α 倍）

も同時に決定した．α の値はおよそ 0.5%であった． 

  

３．くり返し観測の結果 

 短期くり返し測定精度を確認するために，期間１のデータをふたつの期間（12-16 日および 21-22 日）に分け

て解析した．その結果，水平方向で約 5 cm の精度があることが確認できた． 

 紀伊半島南東沖地震を挟む期間１と２・３の間では，南へ 15cm，東へ 7cm の変動が観測された．今後も，海

底局位置近傍でＭ７クラスの地震が発生した場合，その地震時の地殻変動が検出可能であることが期待される． 
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